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1. 本調査レポートの背景および定義 

1.1.  本調査レポートの背景と調査対象 

本調査レポートは嗅覚関連ビジネスの全体像を対象として、「においのデジタル検出技術」と「においの

デジタル伝送と再現」に着目し、現在の課題や将来動向を示す事を目的としている。 

「においの可視化2019～においセンサの研究開発と市場開拓の動向～」（第一弾）では、主にトランスデ

ユーサ開発動向に関して分析した。「においの可視化2021～においセンサの研究開発と市場開拓の動向

～」（第二弾）では、呼気・皮膚ガスによる疾病検知開発動向、自動車応用検討動向、データプロセッシ

ング（AI）研究開発動向など多くの新たな動向分析を加えた。「においの可視化2022～ ガスセンサを含

むマルチセンサアレイにおいセンサのアプリケーション～」では、各種のアプリケーションへの応用を意

図したマルチアレイにおいセンサの具体的な研究開発の動向を示すことに注力した。アプリケーション大

分類を示した上で、特に、「医療用途」、「危険の検知」、「自動車」、「製造プロセス管理（品質管理：官能

検査に於ける官能検査員においパネルの補助の分野を含む）」に重点を置いた。 

本書「におい検知の可視化 2023～ においの検出・伝送と再現を実現するデジタル嗅覚テクノロジ 

～」では、デジタル嗅覚技術の進展に着目し、「においのデジタル検出技術」と「においのデジタル伝送

と再現」における、現在の課題や将来動向を示す事を目的としている。 

尚、第3章はにおいセンサの基本的な概論であるため、既刊の資料と同様の内容で残した。第4章の4.1
～4.3は、既刊の資料内容に必要なアップデートを加えた。 

まず「においのデジタル検出技術」においては、特ににおいセンサの市場動向と社会実装に於ける課題

を中心にまとめている。 

新たに求められているにおいセンサは、人間の嗅覚を模したマルチセンサアレイ方式を用いて、AI分析

により、口臭・体臭や環境の空気質など、においの認識・識別を可能とするものである。また、マルチセ

ンサアレイを用いて特定の物質の濃度を高感度・高選択性をもって検出し、例えば非侵襲の病気検出手法

などその応用の拡大が期待されている。 

例えば、各種業種の製造プロセスでは、品質管理に於ける官能検査があらゆる業種でにおいパネラが重要

な判断を下している。しかし官能分析は、人間の器官にある受容体（消費者の知覚）に基づいて製品の感

覚的品質を決定するための確立された方法だが、時間がかかり、主観的または偏った（パネラの結果に依

存する）結果になることもある。においセンサで代替する場合の新たな課題は、人間が使用する豊富な記

述子を、においセンサの反応に相関させることである。他のアプローチでは、自然言語記号を使用してに

おいセンサの反応にパネラの反応に近い記述子を提供することが試みられている。 

においの識別、分類にマルチセンサアレイを用いる検討が、日本を始めとする世界の複数の研究団体など

の研究において一定の成果を上げ、その後多くの企業などで研究開発が活発化しており、一部実用化が始

まっている。日本・海外ともにアプリケーションオリエンテッドな研究も多く発表されており、研究論文

ではe-nose(電子鼻)と表現されることが多く、本書ではマルチセンサアレイ方式のにおい識別センサを論

文の概要説明の際にe-noseと表現する場合がある。 

小型・高感度なトランスデューサによるマルチセンサアレイ方式のにおい識別センサは、市場開拓の途上

にあるが、有用でありながら、まだ期待通りの市場獲得の成果を得ていない。本書では、現状の社会実装

に於ける課題を整理するとともに、それをベースに技術開発を含めた今後の市場導入の進むべき方向性と

しての業界動向を示した。また、におい識別のためのマルチセンサアレイ方式のデジタルにおいセンサに
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関する、センサの出力をパターン分析するためのAIを含む各種手法や、実用化を目指す各種センサ方式

の具体例な製品事例、研究事例は前号からの継続で動向を示した。 

においセンサの応用用途は多岐に亘るため、においセンサの特徴からアプリケーションの大分類を作成

し、大分類に基づき、「医療用途」、「危険の検知」、「自動車」、「製造プロセス管理（品質管理：官能検査

に於ける官能検査員においパネルの補助の分野を含む）」、コンシューマ製品搭載など、関連する全てのア

プリケーションを総合した市場規模予測を行っている。 

次に「においのデジタル伝送と再現」において、現状のディフューザとは異なる進化したデジタルディ

フューザの研究動向と実現のための重要技術に関して整理している。 

においは他の感覚による刺激とは異なり、強烈な情動や連想を即座に引き出し、その情動がもたらす生理

的・行動的な反応を活性化する。においに対する感情反応は、高次の認知プロセスを介さずに瞬時に起こ

ることである。香りはアロマテラピーにおけるリラクゼーション効果、集中力や認知機能の改善などの

他、VRにおける空間のリアルな再現や、各種商業施設に於ける心地よい空間演出、ブランドアイデンテ

ィティの向上などの効果が期待できる。簡易なディフューザから業務用のディフューザまで既に様々な製

品化がなされ、我々の生活に溶け込んでいる。 

精密なにおいデータベースに基づき、その場の状況に応じて、適切な香りを現場で調合して再現すること

が可能になることにより、VRにおいてもリアル社会においても、その応用は更に拡大することが想定さ

れる。本書では、精密なにおいデータベースの構築法に関する各社・各研究機関の検討状況と各種のディ

フューザについて整理している。 

人間の嗅覚反応とにおいの検出・伝送と再現に関する嗅覚テクノロジの関連を次の図に示すが、本書で

は、デジタル嗅覚、デジタルディフューザに関わる最近の研究動向を整理している。同図では、においセ

ンサを、社会実装用の社会実装においセンサとともに、においの再現に使用する要素臭の分析等が可能な

分析情報を提供する精密なデジタル嗅覚センサについても言及している。 

 

FIG. 1 人間の嗅覚反応とにおいの検出・伝送と再現に関する嗅覚テクノロジ 
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